
メールソフト設定方法

ここでは、最近のパソコンでよく利用されているメールソフトWindows Live メール2011の設定例を記載しております。
（メールソフトがインストールされていない場合は、 Windows Live メール2011等のメールソフトインストールしてください。 そ
の他、代表的なメールソフトについては、インターネット久留米Webサイトの各種設定方法にて掲載しております。）
電子メール設定を行うには、電子メールアドレス、メールアカウント、メールパスワード、メールサーバ（送信、受信）の情報が
必要となります。（注意：必ずサブミッションポートの設定、SMTP認証の設定を行ってください。）

Windows Live メールの設定例

自動的にアカウントの追加画面が表示された場合は、
④へお進み下さい。

１

①スタートメニューやショートカットなどから
「Windows Live メール」を起動します。

②＜アカウント＞を選択します。

③「電子メール」を選択します。

④「電子メールアドレス：」等の入力を行います。
「電子メールアドレス：」 → 電子メールアドレス
「パスワード：」 → メールパスワード
「表示名：」 → 送信者名（任意の表示名）

⑤「手動でサーバー設定を構成する」
にチェックを入れます。 ⑥【次へ】ボタンをクリックします。



２

⑨送信サーバーのアドレスを入力します。
（※下記参照）

⑦受信サーバーのアドレスを入力します。
（※下記参照）

⑫【次へ】ボタンをクリックします。

電子メールアドレス

⑬【完了】ボタンをクリックします。

設定項目 通常 ｳｲﾙｽﾒｰﾙﾁｪｯｸｻｰﾋﾞｽ※ 

サーバーの種類 POP POP 

送信メールサーバー 
mail.ktarn.or.jp vmail.ktarn.or.jp 

受信メールサーバー 

※ｳｲﾙｽﾒｰﾙﾁｪｯｸｻｰﾋﾞｽは別途お申し込みが必要です（有料）。 

⑧「ログオン ユーザ名：」がメールアカウント
になっていることを確認します。
※違っている場合は、変更してください。

⑩「ポート」を「25」番から
「587」番へ変更します。

⑪「認証が必要」にチェックを入れます。

電子メールサーバ情報



３

⑭設定名 （例）Ktarn.or(アカウント名)

を右クリックします。

⑰「サーバから削除する」にチェックを入
れ、右側に残す日数を指定してください。

メールをサーバに残す必要がない場合
は、「サーバにメッセージのコピーを置く」
のチェックを外してください。

⑱「OK」ボタンをクリックします。

設定はこれで完了です。
設定完了後は、必ず送受信のテストを行ってください。

⑮表示されたメニューから「プロパティ」を
選択します。

⑯「詳細設定」のタブを開きます。


